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私
ど
も
は
、「
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

サ
ー
ビ
ス
を
地
元
で
提
供
し
、お
客
さ

ま
と
と
も
に
栄
え
る
九
州
№
１
バ
ン

ク
」を
目
指
す
銀
行
像
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
、昨
年
度
は
例

え
ば
、個
人
の
お
客
さ
ま
の
多
様
化・高

度
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
お
応

え
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し
て「
資
産
運

用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」を
営
業
店
へ
拡
大
配

置
し
ま
し
た
し
、ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
地

元
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、特
に

ニ
ー
ズ
の
高
い
ベ
ト
ナ
ム
、タ
イ
の
金
融
機

関
と
業
務
提
携
し
、海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
拡
充
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
末
は
緊
急
保
証
制
度
の

積
極
的
な
お
知
ら
せ
や
活
用
な
ど
、中
小

企
業
の
皆
さ
ま
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
も
き

め
細
か
く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
お
応
え
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
お
客
さ
ま
の
ご
要

望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、レ
ベル
ア
ッ
プ
、

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
際
的
な
金
融
の
不
安
定
さ
は
底

を
脱
し
た
感
が
あ
り
ま
す
が
、実
体
経

済
の
回
復
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
、地
域
経
済
や
地
元
企

業
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る
と

思
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
金
融
機
関
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
は
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
業
務

範
囲
拡
大
の
動
き
や
新
規
参
入
銀
行
の

サ
ー
ビ
ス
拡
大
な
ど
、一
段
と
激
し
さ

を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、私
ど
も
は
目
指
す
銀
行
像
の
実
現

に
む
け
、こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力
し
、お

客
さ
ま
の
利
便
性
向
上
や
中
小
企
業

金
融
の
円
滑
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　  

私
ど
も
が
合
併
５
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、ひ
と
え
に
、お
客
さ

ま
、地
域
の
皆
さ
ま
、株
主
の
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
支
援
と
ご
愛
顧
の
賜
物
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、合
併
５
周
年
記
念
事
業
を
今

年
５
月
か
ら
来
年
３
月
頃
に
か
け
て
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
弾
と
し
て
、今
年
５
月
に
福
岡

市
で
開
催
さ
れ
た「
博
多
ど
ん
た
く
港

ま
つ
り
」で
は
、例
年
の
ど
ん
た
く
パ
レ
ー

ド
参
加
に
加
え
、地
域
の
皆
さ
ま
と
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
本
店
前
に「
Ｎ
Ｃ
Ｂ

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
の
い
ま
に
つ
い
て

取
締
役
頭
取

久
保
田
勇
夫

い
ま
の
経
営
環
境
は

目
指
す
銀
行
像
の
実
現
へ

向
け
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

取
組
ま
れ
て
い
る
の
で
す
か

今
年
10
月
に
は

合
併
５
周
年
を
迎
え
ま
す
ね

５
周
年
記
念
演
舞
台
」を
設
置
し
ま
し

た
。地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
伝
統
行

事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、個
人
の
お
客
さ
ま
向
け
５

周
年
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、ビ
ジ
ネ
ス
の

お
役
に
立
つ
大
型
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
の
開

催
、株
主
さ
ま
向
け
記
念
定
期
預
金
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
感
謝
の
気
持
ち

を
表
す
イ
ベン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

サ
ー
ビ
ス
を
地
元
で
提
供
し
、お
客
さ
ま
と

と
も
に
栄
え
る
九
州
№
１
バン
ク
」を
目
指

し
て
、役
職
員
一
同
業
務
に
邁
進
し
、地
域

経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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地
元
企
業
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、企
業
の
進
出
ニ
ー
ズ
が
高
い
ベ
ト

ナ
ム
及
び
タ
イ
の
金
融
機
関
と
の
業
務
提
携
に

よ
る
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

　

平
成
20
年
12
月
に
ベ
ト
ナ
ム
の
中
堅
リ
テ
ー

ル
銀
行
で
あ
る
オ
リ
エ
ン
ト・コマ
ー
シ
ャ
ル・ジ
ョ

イ
ン
ト・ス
ト
ッ
ク・バ
ン
ク
、及
び
投
資
銀
行
業
務

や
ア
セ
ア
ン
一
円
を
カ
バ
ー
す
る
各
種
情
報
提

供
力
に
強
み
を
持
つ
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
ホ
ー
チ
ミ
ン

支
店
と
、平
成
21
年
1
月
に
タ
イ
最
大
の
民
間

商
業
銀
行
で
あ
る
バ
ン
コッ
ク
銀
行
と
の
間
で

業
務
提
携
を
締
結
し
、こ
れ
ら
の
金
融
機
関
を

通
じ
て
現
地
で
の
各
種
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
多
様
な
情
報
提
供
な
ど
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
で

企
業
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト

　

日
々
の
食
卓
な
ど
を
彩
る
農
産
物
は
、私

た
ち
の
地
元
で
も
数
多
く
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

実
は
身
近
な「
農
業
」に
食
の
安
全
へ
の

意
識
の
高
ま
り
や
食
料
自
給
率
の
問
題
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
最
近
大
き
な
関
心

が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、異
業
種

か
ら
の
農
業
参
入
や
農
業
法
人
設
立
と
い
っ

た
企
業
活
動
と
し
て
の
新
た
な
動
き
な
ど

も
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
を
受
け
、私
た
ち
は
、

金
融
面
で
本
格
的
に
農
業
と
向
き
合
い
、お

客
さ
ま
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、福
岡
県

内
農
業
事
業
者
向
け
融
資
商
品「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
農

業
応
援
資
金
」の
取
扱
い
を
始
め
ま
し
た
。

農
業
の
未
来
を
応
援
し
ま
す

　

食
品
の
安
全
性
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
、海
外
で
も
品
質･

安
全
面
で
高
い
評
価

を
得
て
い
る
日
本
産
食
品
へ
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
、成
長
著
し
い

ア
ジ
ア
地
域
へ
の
食
品
輸
出
を
検
討
さ
れ

て
い
る
取
引
先
を
対
象
と
し
た「
海
外
向

け
食
品
販
路
拡
大
セ
ミ
ナ
ー･

商
談
会
」

を
平
成
20
年
12
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
国
向
け
食
品
輸
出
の
ゲ
ー
ト
ウェイ
と

し
て
注
目
さ
れ
、日
本
産
食
品
の
取
扱
い
が

多
い
香
港
の
食
品
商
社
の
代
表
を
講
師
に

迎
え
、香
港･

中
国
への
食
品
販
路
拡
大
の

ポ
イ
ン
ト
に
つい
て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
時
に
海
外
への
販
路
拡
大
の
ビ

ジ
ネ
ス
機
会
の
提
供
を
目
的
に
、個
別
商
談

会
も
行
い
ま
し
た
。

　　

今
、福
岡
の
街
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
貌

し
て
い
ま
す
。中
で
も
、九
州
の
玄
関
口
博

多
駅
の
再
開
発
は
最
も
注
目
を
浴
び
る

事
業
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
21
年
４
月
、２
年
後
に
迫
っ
た
九

州
新
幹
線
の
全
線
開
通
に
焦
点
を
当
て

た「
九
州
新
幹
線
全
線
開
通
影
響
度
考

察
セ
ミ
ナ
ー
」を
外
部
専
門
家
を
講
師
に

迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
当
初

予
想
を
大
幅
に
超
え
る
約
２
５
０
名
と
な

り
、関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

講
演
は
、講
師
に
よ
る
全
線
開
通
の
影

響
度
の
分
析
と
と
も
に
、新
た
な
切
り
口

に
よ
る
事
前
対
策
や
開
通
後
の
地
域
営
業

戦
略
な
ど
の
考
察
が
展
開
さ
れ
、参
加
者

に
大
変
好
評
で
し
た
。

●りそなプルダニア銀行（インドネシア）平成 8 年提携  ●中国銀行（中国）平成 13 年提携  ●日本政策金融公庫（日本）平成 13 年提携
●新韓銀行（韓国）平成 19 年提携  ●OCB（ベトナム）平成 20 年提携  ●BNP パリバ（ベトナム）平成 20 年提携  ●バンコック銀行（タイ）平成 21 年提携

最
新
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
最
新
情
報
を
発
信

地
域
の
注
目
情
報
を
発
信

拠点

ジャカルタ

ホーチミン

バンコク

北京 東京

りそなプルダニア銀行

BNPパリバ

OCB

バンコック銀行

新韓銀行
中国銀行

日本政策金融公庫
（※国際協力銀行）

提携金融機関

本店

香港駐在員事務所

上海駐在員事務所

ソウル駐在員事務所

地場産業発展のために
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私
た
ち
は
、円
滑
な
資
金
供
給
や
質

の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
供
を
通

じ
て
地
域
経
済
発
展
の
お
役
に
立
つ
こ

と
が
、地
域
に
根
ざ
す
金
融
機
関
と
し

て
最
大
の
責
務
で
あ
り
、特
に
中
小
企

業
や
個
人
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
資
金

ニ
ー
ズ
に
円
滑
か
つ
き
め
細
か
く
ご
対

応
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

福
岡
県
内
で
は
営
業
店
で
の
ご
対
応

に
加
え
、専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
た

「
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
福
岡
、

北
九
州
、久
留
米
の
３
か
所
）」が
、中
小

企
業
や
個
人
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
事
業

に
関
す
る
ご
融
資
全
般
の
ご
相
談
を
お

受
け
し
、さ
ま
ざ
ま
な
資
金
調
達
を
お

手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、中
小
企
業
の
皆
さ
ま
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
、中
小
企
業
金
融
の

円
滑
化
へ
積
極
的
に
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 中

小
企
業
の
皆
さ
ま
の

資
金
ニ
ー
ズ
へ
き
め
細
か
く

ご
対
応
し
て
い
ま
す

＜中小企業・個人事業主のお客さま：資金調達ニーズへのご対応窓口＞

■最寄りの営業店ご融資窓口（東京・大阪支店を除く）  

■ビジネスサポートセンター（BSC）福岡・北九州・久留米

　

　　

お
客
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
を

支
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
商
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、大
手
ス
ー
パ
ー
や
百
貨

店
、コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
、バ
イ
ヤ
ー
と

直
接
商
談
で
き
る
商
談
会
を
８
回
開
催
し
、

延
べ
４
０
０
社
余
り
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
２
月
に
は
、全
国
で
も
屈
指
の
モ

ノ
づ
く
り
集
積
都
市
で
あ
る
大
阪
府
東
大
阪

市
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
団
体
と
の
共
催
に
よ

り
、「
都
市
間
企
業
交
流
会
」を
九
州
で
初
め

て
開
催
し
ま
し
た
。東
大
阪
市
の
企
業
13
社
、

九
州・山
口
の
企
業
23
社
が
参
加
さ
れ
、地
元

企
業
の
九
州
圏
外
企
業
と
の
販
路
拡
大
や
新

製
品・新
技
術
開
発
に
つ
な
が
る
商
談
を
お
手

伝
い
し
ま
し
た
。

　

　デリバティブ営業の専担者として、企業の経営戦略
におけるリスクヘッジ手段のひとつである「コモディティ
（商品）・デリバティブ」等のご提案を行っています。
昨年の原油・原材料価格高騰が企業収益へ与える影
響は実に大きく、お客さまの生のお声を拝聴する度に
「何とかしてお役に立ちたい」と実感しました。
　今後も、お客さまの身になって真摯に対応し、価値
ある提案をお届けできるようソリューション営業に邁進し
てまいります。

企
業
と
企
業
を
つ
な
ぐ

ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す

九州の元気を応援します。

～中小企業紹介テレビ番組～

当行ホームページ（http://www.ncbank.co.jp）でも
番組内容をご覧いただけます。

地元企業の中で、技術力やノウハウ等をもつ特徴
ある企業を紹介するテレビ番組を毎週放映中で
す。当番組で紹介した企業は50 社を超えました。

地場産業発展のために

BSC 窓口受付／平日 9:00 ～ 15:00（土日祝日休み） BSC 共通フリーダイヤル 0120-713-817 ／平日 9:00 ～ 17:00
ナイスパートナー

高橋 典代
法人ソリューション部
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に
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え
し
て
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き
ま
す
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（
注
）
ご
利
用
に
は
事
前
の
登
録
お
申
込
及
び
月
額
基
本
手
数

料
１
０
５
円（
消
費
税
等
込
）が
必
要
で
す
。

（
注
）年
会
費
不
要
で
す
。特
典
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事
前
の

お
申
込
が
必
要
で
す
。サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は
、
お
近
く
の
窓
口

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

（
注
）ご
利
用
に
は
、お
申
込
が
必
要
で
す
。ま
た
、所
定
の
審
査

の
結
果
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。ベ
ー
シ
ッ
ク
年
会
費
は
通
常
１
３
１
２

円（
消
費
税
等
込
）で
す
。

　　
「
何
か
と
忙
し
い
毎
日
、簡
単
に
銀
行
取
引

を
済
ま
せ
た
い
。」そ
ん
な
個
人
の
お
客
さ
ま
へ

の
お
勧
め
は
、「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ダ
イ
レ
ク
ト
」。方
法
は

「
テ
レ
フ
ォ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
」「
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
」の
３
種
類
。

振
込
や
預
金
の
振
替
、定
期
預
金
な
ど
手
続
き

が
で
き
る
ご
来
店
不
要
の
ダ
イ
レ
ク
ト
バ
ン
キ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
で
、振
込
手
数
料
は
窓
口
受
付
よ

り
お
得
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
１
月
よ
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
で
の
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
実
現
す
る
た

め
、取
引
毎
に
更
新
さ
れ
る
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利

用
す
る「
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
」を

開
始
。ま
た
、定
期
預
金
取
引
も
新
規
口
座
開

設
や
払
出
取
引
が
パ
ソ
コ
ン
で
操
作
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

賢
く
便
利
に
お
取
引

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ダ
イ
レ
ク
ト
」

　

｢

Ｎ
Ｃ
Ｂ
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス｣

は
、お
客
さ
ま

の
お
取
引
内
容
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、そ
の
合
計

ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
各
種
の
特
典
を
ご
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

例
え
ば
、50
ポ
イ
ン
ト
以
上（
ス
テ
ー
ジ
２
以

上
）の
方
は
、当
行
・ロ
ー
ソ
ン・
九
州
内
の

am
/pm

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つい
て
平
日
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
利

用
手
数
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。そ
の
他
、ロ
ー

ン
金
利
の
優
遇
な
ど
も
あ
り
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な

お
取
引
を
ま
と
め
て
、ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
れ
ば
お

得
な
特
典
が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、お
取
引
店
を
最
大
５
ヶ
店
ま
で
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
、合
計
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

は
、登
録
し
た
す
べ
て
の
お
取
引
店
で
適
用

さ
れ
ま
す
。

お
取
引
内
容
に
応
じ
て
特
典
い
っ
ぱ
い

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
」

　

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
カ
ー
ド
は
、キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー

ド
機
能
に
加
え
、急
な
出
費
も
バッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
機
能
、お
買
い
物
な
ど
に
幅

広
く
使
え
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
機
能
を
備
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、便
利
な
付
属
カ
ー
ド
や
サ
ー
ビ
ス
も

充
実
。例
え
ば
、高
速
道
路
等
の
通
行
料
金
支

払
専
用
カ
ー
ド「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
」や
イ
オ
ン

シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
で
使
え
る
電
子
マ

ネ
ー
対
応｢

Ｋ
Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ 

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ 

Ｗ
Ａ
Ｏ

Ｎ｣

が
本
カ
ー
ド
ご
利
用
の
方
へ
付
属
カ
ー
ド

と
し
て
発
行
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
、ご
契
約
後
カ
ー
ド
作
成
月
か
ら
１

年
間
は
、当
行･

ロ
ー
ソ
ン･

九
州
内am

/pm

の

Ａ
Ｔ
Ｍ
ご
利
用
手
数
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

１
枚
３
役
で
使
え
る
機
能
満
載

「
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
カ
ー
ド
」

　

お
客
さ
ま
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、平
成
21

年
2
月
23
日
よ
り
、九
州
の
地
方
銀
行
10
行

（
当
行
、福
岡
銀
行
、筑
邦
銀
行
、佐
賀
銀
行
、

大
分
銀
行
、十
八
銀
行
、親
和
銀
行
、肥
後
銀

行
、宮
崎
銀
行
、鹿
児
島
銀
行
）間
に
お
け
る
Ａ

Ｔ
Ｍ
利
用
手
数
料
の
相
互
無
料
化
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、当
行
の
お
客
さ
ま
は
、平
日

昼
間（
8
時
45
分
〜
18
時
）は
10
行
の
2
千

9
9
4
か
所
・
6
千
3
5
5
台（
平
成
21
年
3

月
末
現
在
）の
Ａ
Ｔ
Ｍ･

Ｃ
Ｄ
を
手
数
料
無
料
で

ご
利
用
で
き
ま
す
。

平
日
昼
間
無
料
で
使
え
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た

「
九
州
Ａ
Ｔ
Ｍ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

日々のお役に立つために

◎相互無料化の対象取引は、カードによる引き
　出しと振込です。（振込には所定の振込手数料
　が別途必要です。）
◎コンビニＡＴＭは相互無料化の対象外です。
◎左記のマークが貼付してあるＡＴＭコーナー
　が対象となります。

カードフェイスは上記の他、ワンク／シルバー（生
体認証対応カード）、ワンク／ピンク、レッド、ブ
ラック、LOGO／キミドリ、ピンクがございます。

10行間のＡＴＭ利用可能時間帯、及び手数料

◎相互利用可能時間帯は平日8:00～21:00、土日祝日9:00～17：00です。
◎時間帯により時間外手数料105円（消費税等込）が別途必要です。
◎1月1日～3日および5月3日～5日（日曜日と重なる日を除く）は相互利用できません。

平日

土日祝日

8：00 8：45

9：00 17：00

18：00 21：00

105 円 105 円

105 円

無料
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Ｎ
Ｃ
Ｂ
ア
ル
フ
ァ
天
神
出
張
所
は
、福
岡
市
の

中
心
地「
天
神
」に
あ
り
、平
日
は
19
時
ま
で
、

土
日
祝
日
は
17
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

曜
日
や
時
間
を
気
に
せ
ず
ゆ
っ
く
り
と
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
で
、専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、お
客

さ
ま
の
資
産
運
用
に
関
す
る
ご
相
談
に
対

し
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
ご
提
案
を
し

て
い
ま
す
。ま
た
、暮
ら
し
に
役
立
つ
身
近
な

話
題
か
ら
現
在
の
経
済
情
勢
を
テ
ー
マ
に
し

た
も
の
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
無
料
セ

ミ
ナ
ー
も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

福
岡
市
中
央
区
天
神
2
ー
5
ー
28　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
大
名
支
店
ビ
ル
４
階

平
日
９
時
〜
19
時
、土
日
祝
日
10
時
〜
17
時

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
窓
口
で
す

　

平
日
は
20
時
ま
で
、土
日
祝
日
も
17
時

ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
い
つ
で
も

プ
ラ
ザ
」。

　

福
岡
県
下
12
か
所（
福
岡
市
及
び
そ
の
近

郊
に
６
店
舗
、北
九
州
地
区
に
３
店
舗
、筑

後
地
区
に
３
店
舗
）の
大
型
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
内
で
毎
日
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
の「
で
き
た
ら
い
い
な
」に
お
応

え
し
て「
資
産
運
用
や
ロ
ー
ン
の
ご
相
談
お

受
付
」、「
普
通
預
金
の
口
座
開
設
」が
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

平
日
で
も
土
日
祝
日
で
も…

お
近
く
の

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
い
つ
で
も
プ
ラ
ザ
」に
お
気
軽
に
お

立
寄
り
く
だ
さ
い
。

便
利
な
Ｎ
Ｃ
Ｂ
い
つ
で
も
プ
ラ
ザ

（
イ
ン
ス
ト
ア
ブ
ラ
ン
チ
）

　
「
電
話
で
資
産
運
用
の
相
談
が
で
き
な
い

か
し
ら
。」「
ロ
ー
ン
の
相
談
は
し
た
い
け
ど
店

頭
で
は
ち
ょっ
と…

。」

　

そ
ん
な
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
の
が
、フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
預
金
商
品
を
は

じ
め
と
す
る
資
産
運
用
の
ご
相
談
が
で
き
る

「
Ｎ
Ｃ
Ｂ
ナ
イ
ス
コ
ー
ル
」、そ
し
て
、住
宅
ロ
ー

ン
な
ど
の
ご
相
談
・
お
申
込
な
ど
が
で
き
る

「
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
デ
ス
ク
」で
す
。

　

ま
た
、ロ
ー
ン
に
関
し
て
は
、パ
ソ
コ
ン
や
携

帯
電
話
画
面
で
各
種
ロ
ー
ン
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
ご
相
談
、仮
審
査
の
お
申
込
な
ど
、

い
つ
で
も
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ロ
ー
ン

専
用
サ
イ
ト「
ナ
イ
ス
ク
イ
ッ
ク
・
ｊ
ｐ
」を

開
設
し
て
い
ま
す
。

お
う
ち
に
居
な
が
ら
相
談
で
き
る

窓
口
が
あ
り
ま
す

◯田島支店（ダイエー笹丘店内）
◯ショッパーズモールマリナタウン出張所
◯イオンスーパーセンター古賀店出張所
◯赤間支店（サンリブくりえいと宗像内）

【営業時間】平日10:00～20:00　土日祝日10:00～17:00　※田島支店、赤間支店は平日9:00より、ゆめタウン遠賀は平日18:00まで

◯福岡東サティ出張所
◯ゆめタウン筑紫野出張所
◯戸畑サティ出張所
◯ゆめタウン遠賀出張所

◯ゆめタウン行橋出張所
◯ゆめタウン久留米出張所
◯ゆめタウン大牟田出張所
◯ゆめタウン大川出張所

ＮＣＢいつでもプラザ一覧

ローン商品については

ローン専用サイト

ローンコールデスク

【受付時間】  平日 9:00 ～ 20:00
0120-714-919

７１４９１９.ｊｐ　URL

ナイス クイック

（銀行休業日は除きます）

へ ア ク セ ス

預金商品については

NCBナイスコール
0120-714-506

ナイス コール

（
注
）「
普
通
預
金
の
口
座
開
設
」は
、
平
日
19
時
ま
で
の
お
取
扱

い
で
す
。営
業
日
は
５
月
３
日
〜
５
日
、12
月
31
日
〜
1
月
3
日

と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
店
休
日
を
除
き
ま
す
。

（
５
月
３
日
〜
５
日
及
び
12
月
31
日
〜
１
月
３
日
を
除
き
ま
す
。）

日々のお役に立つために
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社
会
問
題
化
し
て
い
る
振
り
込
め
詐

欺
被
害
の
未
然
防
止
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
は
、お
振
込
み
を
さ
れ
る
お

客
さ
ま
に
対
し
、振
り
込
め
詐
欺
の
被

害
防
止
を
目
的
と
し
て
、Ａ
Ｔ
Ｍ
画
面

上
に「
注
意
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
表
示
し
て
い

ま
す
。こ
の
度
、画
面
表
示
を
よ
り
視
認

性
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
に
変
更
し
ま
し
た
。

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
認
し
て
い
た
だ
い

た
後
、お
振
込
手
続
き
画
面
へ
と
進
み
ま

す
。メ
ッ
セ
ー
ジ
を
必
ず
お
読
み
い
た
だ

き
、被
害
に
遭
わ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
被
害
の

未
然
防
止
対
策
の
実
施
に
つ
い
て

振
り
込
め
詐
欺
救
済
法
へ
の

対
応
に
つ
い
て

預
金
の
不
正
な
払
戻
し
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　

そ
の
他「
ポ
ス
タ
ー
」や「
ス
テ
ッ
カ
ー
」

の
掲
示
な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
注
意

喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、全
て
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
携
帯
電
話
で
の

通
話
を
自
粛
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
で
通
話
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま

に
は
、犯
罪
被
害
未
然
防
止
の
観
点
か
ら

行
員
よ
り
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　 

被
害
者
救
済
の
観
点
か
ら
、振
り
込
め
詐

欺
等
の
犯
罪
に
利
用
さ
れ
口
座
凍
結
し
て

残
存
し
て
い
る
犯
罪
被
害
資
金
を
、被
害

者
の
方
へ
返
還
す
る
手
続
き
等
を
定
め
た

法
律
と
し
て「
犯
罪
利
用
預
金
口
座
等
に

係
る
資
金
に
よ
る
被
害
回
復
分
配
金
の
支

払
等
に
関
す
る
法
律
」（
振
り
込
め
詐
欺
救

済
法
）が
あ
り
ま
す
。当
行
は
、同
法
に
則

り
、当
行
口
座
に
振
り
込
み
を
さ
れ
た
被

害
者
の
方
へ
、犯
罪
被
害
資
金
を
返
還
し
て

ま
い
り
ま
す
。

 

当
行
は
、個
人
の
お
客
さ
ま
の
盗
難

通
帳（
証
書
）や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
に
よ
る
預
金
等
の
不
正
な
払

戻
し
に
よ
る
被
害
に
つ
き
ま
し
て
、平

成
20
年
７
月
１
日
よ
り
補
償
し
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、預
金
者
保
護
法
に
則
り
、

個
人
の
お
客
さ
ま
の
偽
造
・
盗
難

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
に
よ
る
被
害
の

補
賞
を
実
施
し
て
お
り
、ま
た
、Ｉ
Ｃ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
生
体
認
証
の
導

入
な
ど
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
方

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、当
行
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

５
年
、10
年
、20
年
後
の
暮
ら
し
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
る

…

皆
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
描
く
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
お
持

ち
と
思
い
ま
す
。そ
の
時
々
に
必
要
な
お
金
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
見
据
え
、具
体
的
な
資
産
運
用
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
ご
提
案
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

各
店
へ
の
資
産
運
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置
を
す
す
め

て
お
り
、窓
口
担
当
者
と
と
も
に
皆
さ
ま
の
ご
相
談
を
承

り
ま
す
。本
部
ス
タ
ッフ
も
、資
産
運
用
を
中
心
に
ご
相
談

を
承
る
チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、ま
た
、相
続
や
事
業

の
承
継
も
含
め
た
ご
相
談
に
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
カ
ー
が
各
店
の
担
当
者
と
と

も
に
皆
さ
ま
の
思
い
の
実
現
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

お
客
さ
ま
一
人
一
人
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て

安
心
に
向
け
て
取
組
ん
で
い
ま
す（
金
融
犯
罪
対
策
）

0120-797-919 へ
【受付時間】平日 9：00 ～ 17：00
　　　　　　（銀行休業日は除きます）

ATM画面「注意メッセージ」
イメージ

金融犯罪被害（振り込め詐欺や預

金不正払戻し等）に関するご相談は

「金融犯罪被害に関する相談窓口」

　お金に関することは、皆
さまにとってとても大事なこ
とのひとつですので、安心
してご相談いただけるよう
に、分かりやすく、身近に
感じていただけるご説明
を心がけています。
　また、一度だけのご相
談ではなく、その後もご資
産の運用などに携わらせ
ていただけるようなご提案
をしています。小川 香保里

プライベートバンキング室　
福岡西ブロック担当

　

チーフマネーアドバイザー

日々のお役に立つために
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地
域
と
地
球
の

未
来
と
将
来
を

共
に
考
え
て

い
き
ま
す

　　

地
球
環
境
の
保
全
活
動
へ
関
心
が
寄
せ
ら

れ
る
中
、私
た
ち
が
銀
行
と
し
て
で
き
る
企

業
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
金
融
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
、「
環
境
私
募
債
」を
取
扱
い

し
て
い
ま
す
。

　
「
環
境
私
募
債
」は
、企
業
の
資
金
調
達
の

手
段
と
し
て
の
私
募
債
発
行
時
の
コ
ス
ト
を
、

特
に
環
境
に
配
慮
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る

企
業
に
つ
い
て
さ
ら
に
優
遇
す
る
こ
と
で
、そ

の
活
動
を
間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、サ
ポ
ー
ト
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
の
環
境
分
野
で
の

業
務
提
携
に
基
づ
い
た「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
」

融
資
に
よ
る
協
調
融
資
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
な
ど
、環
境

配
慮
に
つい
て
企
業
の
社
会
的
責
任
が
注
目
さ

れ
、企
業
に
よ
る
省
エ
ネ
対
策
へ
の
関
心
が
高

ま
って
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
取
組
ん
で
い
る
企
業
の
皆
さ

ま
に
役
立
つ
情
報
を
ご
提
供
す
る
た
め
に
、

平
成
21
年
２
月
に
は
、「
省
エ
ネ
法
対
策
セ
ミ

ナ
ー
及
び
製
品
展
示
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、専
門
家
に
よ
る
省
エ
ネ
法

改
正
や
そ
の
動
向
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
や
電

気
設
備
、照
明
器
具
の
省
エ
ネ
に
つ
い
て
具
体

的
事
例
を
交
え
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、省
エ
ネ
製
品
を
紹
介
す
る
展
示
会
も

同
時
に
開
催
し
、講
演
だ
け
で
な
く
実
際
の
器

具
等
を
見
て
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

企
業
の
環
境
へ
の

取
組
み
を
応
援
し
ま
す

金
融
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

お
役
に
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

　

地
域
自
然
環
境
の
保
護
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、平
成
20
年
10
月
23
日
か
ら
11
月
28
日

ま
で
、「
み
ん
な
で
！
エコ
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」を
行
い

ま
し
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て「
エ
コ

定
期
預
金
」を
募
集
し
、平
成
20
年
11
月
28
日

現
在
の「
エ
コ
定
期
預
金
」残
高
の
０
．０
１
％

（
上
限
２
０
０
万
円
）の
金
額
を
当
行
よ
り
環

境
保
全
活
動
を
行
う
団
体
に
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
、多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
ま
し
た
結
果
、平
成
21
年
４
月
に
財
団
法

人
福
岡
県
水
源
の
森
基
金「
緑
の
募
金
」へ

２
０
０
万
円
の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。環
境
保

護
に
対
す
る
支
援
活
動
への
ご
理
解
と
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
環
境
保
全
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す

　

環
境
問
題
への
積
極
的
取
組
の
一
環
と
し
て
、

平
成
21
年
５
月
に
環
境
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
収
集
及
び

調
査
に
努
め
る
と
と
も
に
、環
境
問
題
に
関
す

る
各
担
当
部
署
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
地
域
貢
献
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

環
境
室
の
設
置

  地球環境を守り、次の世代に美しい地球を残してあげることは、今に生きる人類の責務であり、
企業も個人も環境に配慮した行動が求められています。中でも、地球温暖化問題は、世界中が
協力して取組むべき緊急の課題となっています。
  私たち西日本シティ銀行は、自らも環境に配慮した企業活動を行うとともに、金融面でのお手伝
いや情報提供を通じて、地域の皆さまと一緒にこの問題に取組みたいと考えています。

四辻 正明環境室　室長
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地域の皆さまとともに歩んでいくために

　　

地
球
環
境
の
保
全
活
動
へ
関
心
が
寄
せ
ら

れ
る
中
、私
た
ち
が
銀
行
と
し
て
で
き
る
企

業
の
環
境
保
全
活
動
へ
の
金
融
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
、「
環
境
私
募
債
」を
取
扱
い

し
て
い
ま
す
。

　
「
環
境
私
募
債
」は
、企
業
の
資
金
調
達
の

手
段
と
し
て
の
私
募
債
発
行
時
の
コ
ス
ト
を
、

特
に
環
境
に
配
慮
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る

企
業
に
つ
い
て
さ
ら
に
優
遇
す
る
こ
と
で
、そ

の
活
動
を
間
接
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、サ
ポ
ー
ト
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
の
環
境
分
野
で
の

業
務
提
携
に
基
づ
い
た「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
環
境
格
付
」

融
資
に
よ
る
協
調
融
資
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
な
ど
、環
境

配
慮
に
つい
て
企
業
の
社
会
的
責
任
が
注
目
さ

れ
、企
業
に
よ
る
省
エ
ネ
対
策
へ
の
関
心
が
高

ま
って
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
取
組
ん
で
い
る
企
業
の
皆
さ

ま
に
役
立
つ
情
報
を
ご
提
供
す
る
た
め
に
、

平
成
21
年
２
月
に
は
、「
省
エ
ネ
法
対
策
セ
ミ

ナ
ー
及
び
製
品
展
示
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、専
門
家
に
よ
る
省
エ
ネ
法

改
正
や
そ
の
動
向
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
や
電

気
設
備
、照
明
器
具
の
省
エ
ネ
に
つ
い
て
具
体

的
事
例
を
交
え
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、省
エ
ネ
製
品
を
紹
介
す
る
展
示
会
も

同
時
に
開
催
し
、講
演
だ
け
で
な
く
実
際
の
器

具
等
を
見
て
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

企
業
の
環
境
へ
の

取
組
み
を
応
援
し
ま
す

金
融
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

お
役
に
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す

　

地
域
自
然
環
境
の
保
護
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、平
成
20
年
10
月
23
日
か
ら
11
月
28
日

ま
で
、「
み
ん
な
で
！
エコ
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」を
行
い

ま
し
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て「
エ
コ

定
期
預
金
」を
募
集
し
、平
成
20
年
11
月
28
日

現
在
の「
エ
コ
定
期
預
金
」残
高
の
０
．０
１
％

（
上
限
２
０
０
万
円
）の
金
額
を
当
行
よ
り
環

境
保
全
活
動
を
行
う
団
体
に
寄
付
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

期
間
中
、多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
ま
し
た
結
果
、平
成
21
年
４
月
に
財
団
法

人
福
岡
県
水
源
の
森
基
金「
緑
の
募
金
」へ

２
０
０
万
円
の
寄
付
を
行
い
ま
し
た
。環
境
保

護
に
対
す
る
支
援
活
動
への
ご
理
解
と
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

地
域
の
環
境
保
全
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す

　

環
境
問
題
への
積
極
的
取
組
の
一
環
と
し
て
、

平
成
21
年
５
月
に
環
境
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
収
集
及
び

調
査
に
努
め
る
と
と
も
に
、環
境
問
題
に
関
す

る
各
担
当
部
署
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
た
地
域
貢
献
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

環
境
室
の
設
置

  地球環境を守り、次の世代に美しい地球を残してあげることは、今に生きる人類の責務であり、
企業も個人も環境に配慮した行動が求められています。中でも、地球温暖化問題は、世界中が
協力して取組むべき緊急の課題となっています。
  私たち西日本シティ銀行は、自らも環境に配慮した企業活動を行うとともに、金融面でのお手伝
いや情報提供を通じて、地域の皆さまと一緒にこの問題に取組みたいと考えています。

四辻 正明環境室　室長
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九
州
に
は
今
も
昔
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
溢
れ
る
多

く
の
人
た
ち
に
よ
って
、さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
生

み
出
さ
れ
、受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
１
月
、私
た
ち
は
、ふ
る
さ
と
の
明

日
の
豊
か
さ
に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
を
込
め
、

国
際
レ
ベル
の
人
物
や
文
化
的
な
情
報
を
九
州

か
ら
発
信
し
て
い
く
新
ふ
る
さ
と
発
見
誌

「
九
州
流
」を
創
刊
し
ま
し
た
。今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
皆
さ
ま
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、昭
和
54
年
か
ら
継
続
し
て
発
行
し
て

い
る
小
冊
子
ふ
る
さ
と
歴
史
シ
リ
ー
ズ「
博
多
に

強
く
な
ろ
う
」「
北
九
州
に
強
く
な
ろ
う
」は
、

現
在
94
号
と
なって
い
ま
す
。

新
旧
の
発
見
が
あ
り
ま
す

〜
新
ふ
る
さ
と
発
見
誌

「
九
州
流
」
創
刊
〜

　

時
々
刻
々
と
社
会
が
変
化
す
る
中
、経
済・金

融
に
つい
て
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
届
け
す

る
機
会
と
し
て
、昨
年
に
引
続
き
、地
域
の
皆
さ

ま
を
お
招
き
し
、新
春
経
済
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。（
平
成
21
年
１
月
）

　

今
回
は
、「
２
０
０
９
年
経
済・金
融
の
見
通

し
〜
世
界
、日
本
、そ
し
て
九
州
」と
題
し
、最

新
の
経
済
金
融
情
報
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
情
報
を
提

供
す
る
機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

最
新
の
経
済
金
融
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

〜
新
春
経
済
講
演
会
〜

　

経
済
環
境
の
大
き
な
変
化
や
、金
融
犯
罪
の

多
発
な
ど
社
会
生
活
の
中
で
金
融･

経
済
面
に

お
い
て
も
自
己
責
任
を
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
は
ば
た
く
直
前
の
高
校
生
た

ち
に
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
み
な
が
ら
金
融
経
済

知
識
を
学
ん
で
も
ら
い
、将
来
の
設
計
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
、平
成
20
年
12
月
に
、第
３
回
高

校
生
金
融
経
済
ク
イ
ズ
選
手
権「
エコ
ノ
ミ
ク
ス

甲
子
園
」九
州
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。日
本

全
国
各
地
域
で
、地
域
銀
行
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
金

融
知
力
普
及
協
会
と
共
催
し
て
い
る
も
の
で
、

九
州
大
会
は
私
た
ち
が
担
当
し
ま
し
た
。

高
校
生
が
金
融
経
済
知
識
を
競
う

〜「
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
甲
子
園
」

九
州
大
会
開
催
〜

  

私
た
ち
は
、平
成
21
年
10
月
１
日
に
合
併
５

周
年
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ま

の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
愛
顧
の
賜
物
で
あ
り
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。そ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
、合
併
５
周
年
記
念
事
業
を
随
時

実
施
し
て
い
ま
す
。

  

平
成
21
年
５
月
３
、４
日「
博
多
ど
ん
た
く
港

ま
つ
り
」で
は
、例
年
参
加
の
ど
ん
た
く
パ
レ
ー

ド
に
加
え
、市
民
の
皆
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
、本
店
前
に「
ど
ん
た
く
演
舞
台
」を
設

置
し
ま
し
た
。市
民
の
方
々
に
よ
る
演
技
披
露

や
当
行
役
職
員
に
よ
る
特
技
の
披
露
も
行
い
、

多
く
の
皆
さ
ま
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

今
後
実
施
す
る
記
念
事
業
に
つい
て
も
随
時

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、

合
併
５
周
年
を
迎
え
ま
す
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近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
国
際
交
流
推
進
に

よ
り
、国
際
相
互
理
解
の
促
進
及
び
国
際
的

人
材
の
育
成
を
は
か
り
、国
際
親
善
と
世
界

平
和
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、九
州・山
口・沖
縄
地
域
を
対
象
に
、

毎
年「
ア
ジ
ア
貢
献
賞
」と
し
て
、ア
ジ
ア
と
の

国
際
交
流
に
貢
献
し
て
い
る
団
体・個
人
を
、

「
ア
ジ
ア
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
大
賞
」と
し
て
、次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
自
身
が
国
際
交
流
活
動

を
行
っ
て
い
る
学
校
等
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
と
の
交
流
の
お
手
伝
い

【
財
団
法
人 

西
日
本
国
際
財
団
】

　

毎
月
１
回
本
店
エン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
開
催

す
る「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
」。お
陰
さ
ま

で
23
年
間
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、平
成
21
年
６
月

で
２
８
２
回
を
数
え
ま
し
た
。毎
年
12
月
に
は
、

日
本
ユニ
セ
フ
協
会
九
州
本
部
と
と
も
に
、「
ユニ

セ
フ
チ
ャ
リ
テ
ィ 

ク
リ
スマ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」も
開

催
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、福
岡
市
内
の
小
学
校
を
訪
問
し
、本

物
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
演
奏
や
大
道
芸
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る「
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ブ
」も
、子

ど
も
た
ち
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

当
財
団
は
、美
術
、音
楽
、演
劇
等
芸
術
を

通
し
て
、文
化
の
向
上
を
図
り
、よ
り
豊
か
な

地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
って
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

【
財
団
法
人 

福
岡
文
化
財
団
】

　

世
界
の
子
ど
も
た
ち
が
、平
和
で
健
康
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
と
活
動
す
る
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協

会
の
九
州
本
部
事
務
局
を
昭
和
45
年
の
創
立

以
来
当
行
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

募
金
や
古
切
手
、書
損
は
が
き
の
収
集
活
動

の
ほ
か
、学
校
や
職
場
で
の
講
演
な
ど
、ユニ
セ
フ

の
活
動
を
多
く
の
方
に
知
って
い
た
だ
く
た
め
の

活
動
を
行
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、外
国
コ
イ
ン
は
国
内
で
は
両
替
困
難

な
た
め
、海
外
か
ら
持
ち
帰
って
そ
の
ま
ま…

と

い
う
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、眠
っ
た
ま
ま
の
コ

イ
ン
を
役
立
て
よ
う
と「
外
国
コ
イ
ン
募
金
」も

行
っ
て
い
ま
す
。全
営
業
店
の
窓
口
に
募
金
箱

を
設
置
し
、ユニ
セ
フ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の

未
来
を
守
る
お
手
伝
い

【
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会 

九
州
本
部
】

　

九
州・山
口
地
域
に
お
い
て
産
業
の
開
発
、

経
済
の
発
展
に
特
に
寄
与
し
て
い
る
中
堅・中

小
企
業
で
、経
営
面・技
術
面
に
優
れ
た
業
績

を
有
す
る
経
営
者
の
方
々
を
毎
年
表
彰
し
、

「
経
営
者
賞
」を
授
与
し
て
い
ま
す
。昭
和
47

年
の
財
団
創
設
以
来
、表
彰
は
36
回
を
数

え
、受
賞
者
は
１
３
８
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、受
賞
者
が
経
営
す
る
企
業
の
う
ち

26
社
が
上
場
ま
た
は
店
頭
公
開
を
果
た
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
優
れ
た
経
営
者
を
表
彰

【
財
団
法
人 

九
州
・
山
口
地
域

経
済
貢
献
者
顕
彰
財
団
】

＊
次
頁
「
コ
タ
エ
が
あ
る
」
編
は
ブ
ル
ー
の
表
紙
側
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い

地域の皆さまとともに歩んでいくために
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SIDE

店舗網のご案内

平成21年3月期業績ハイライト

株式の状況

平成21年3月期財務諸表

①

②

⑤

⑥

プロフィールC O N T E N T S

商号

設立

本店所在地

資本金

店舗数

従業員数

総資産

預金・譲渡性預金残高

貸出金残高

株式会社西日本シティ銀行

昭和19年12月1日

福岡市博多区博多駅前3丁目1番1号

857億45百万円

209か店

4,029名

6兆8,866億円

6兆700億円

4兆8,494億円
（平成21年3月31日現在）

平成21年6月発行　株式会社 西日本シティ銀行 広報文化部　〒812-0011 福岡市博多区博多駅前3丁目1番1号　TEL 092-476-1111（代表）　ホームページ

▲

http://www.ncbank.co.jp

※計数につきましては、原則として単位未満を切り捨てて表示しております。
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店舗網のご案内
（平成21年5月末現在）

●海外駐在員事務所   ３か所

ＡＴＭ／1,868台 :店内916台、店外952台
（うちコンビニATM434台 :ローソン339台、am/pm95台）

179

5

2

6

1

4

4

2

2

1

1

ソウル駐在員事務所

上海駐在員事務所

東京支店

大阪支店本店

香港駐在員事務所

福岡県

●店舗数 209か店

大分県

宮崎県

佐賀県
店

店

店

店

店

店

店

店

店

店

店店
長崎県長崎県 熊本県

鹿児島県

山口県

広島県

岡山県

愛媛県
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平成21年3月期 業績ハイライト

損益の状況（単体）

●コア業務純益

自己資本比率の状況

●経常利益 ●当期純利益

●自己資本比率・TierⅠ比率

［単体］
自己資本比率

うちTier Ⅰ 比率

自己資本比率

うちTier Ⅰ 比率

（億円）

20年3月期 21年3月期 20年3月期 21年3月期 20年3月期 21年3月期

（％）

484 490

4（国内基準）

315

103

193

86

［連結］

（％）

20年3月末 20年9月末 21年3月末 20年3月末 20年9月末 21年3月末

300

200

100

10

5

（億円）

300

200

100

（億円）

300

400 400400

500 500500

200

100

4（国内基準）

10

5

9.23 9.04

6.05 5.74

9.91

6.34

9.879.23 9.04

6.325.89 5.70

預り資産販売の低迷等により役務収益は減少しましたが、貸出金の増加による貸出金利息の増加等に
より、平成21年3月期のコア業務純益は490億円となりました。また、信用コストや保有株式の減損
処理費用の増加等により経常利益は103億円、当期純利益は86億円となりました。

平成21年3月末の自己資本比率は、単体で9.91％、連結で9.87％となりました。また、中核的自己資
本であるTier　比率は、単体で6.34％、連結で6.32％となりました。今後も資本の充実を図り、自己
資本比率の向上に努めてまいります。



3

平成21年3月期 業績ハイライト

差し引いたもので、銀行本来業務の収益力を表す指標として一般的に用いられて
預貸金業務などによる 資金利益 や投資信託等の販売手数料などの 役務取引等利益 などを含む 業務粗利益 から 経費 を

います。

コア業務純益 業務粗利益（除く国債等債券損益） 経　　費＝ ー

コア業務純益

不良債権の状況（※分割子会社合算ベース）

自己 資 本 比 率 ＝
自己資本（資本金など）
リスク度合を考慮した資産

※分割子会社合算ベース＝銀行単体＋NCBターンアラウンド株式会社

銀行の健全性を示す指標のひとつです。
国内基準で4％以上を維持することが求められています。

自己資本比率

自己資本のうち資本金・資本剰余金・利益剰余金などの基本的項目をもとに算出される自己資本比率です。
TierⅠ比率

●不良債権比率
金融再生法開示債権比率

（億円）

20年3月末 20年9月末 21年3月末

380

711

376

1,072
1,041

648

（％）

4.52 4.29

3.29

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 危険債権 要管理債権

用語説明

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
破産・会社更生・再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権

危険債権
債務者が、経営破綻の状態には至っていないものの、財政状態・経営成績が悪化し、契約通りの返済を受けることができなくなる
可能性の高い債権

要管理債権
3か月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権

用語説明 ～金融再生法による開示債権の定義～

2,500

2,000

1,500

1,000

500

445

1,049

131

平成21年3月末の金融再生法に基づく開示債権の残高は、資産の自己査定基準に基づき、償却・引当
を実施した結果、平成20年3月末比538億円減少し1,626億円となり、開示債権比率は3.29％となり
ました。
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平成21年3月期 業績ハイライト

46,771 47,086

平成21年3月末の総貸出金のうち、九州域内での貸出金の比率が92.2％、また、中小企業  及び個人への貸出

金の比率が81.7％と九州の特に中小企業・個人のお客さまを中心とした様々な資金ニーズにお応えしております。

平成21年3月末の譲渡性預金を含む預金残高のうち、九州域内での預金の比率が96.5％、預り資産（投資信託・

個人年金保険）のうち九州域内での預り資産の比率が97.7％となっており、九州地域の皆さまから多くのご資産

をお預りするとともに、皆さまの多様なニーズにお応えするため、商品・サービスの充実を図っております。

※中小企業…資本金3億円（但し、卸売業は1億円、小売業、サービス業は5千万円）以下の会社または常用する従業員が300人（但し、卸売業は100人、小売業は
　50人、サービス業は100人）以下の会社及び個人事業主

※預り資産残高＝投資信託残高+個人年金保険販売累計額

貸出金の状況

預金・預り資産の状況

●貸出金と地域の内訳 ●貸出金と対象先の内訳

●預金（譲渡性預金を含む）と地域の内訳 ●預り資産（投資信託・個人年金保険）と地域の内訳

（億円） （％）
96.1 96.0 96.5

59,170

56,887

60,138

57,737

60,700

58,623

総預金残高 九州域内預金残高 九州域内預金比率

（億円）

（％）
97.4 97.5 97.7

預り資産残高 九州域内預り資産残高 九州域内預り資産比率

5,332

5,197

5,191

5,062

4,747

4,639

（億円）
（％）

（億円）

総貸出金残高 九州域内貸出金残高

九州域内貸出金比率 中小企業  及び個人貸出金比率

20年3月末 20年9月末 21年3月末

20年3月末 20年9月末 21年3月末

20年3月末 20年9月末 21年3月末

20年3月末 20年9月末 21年3月末

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

47,086

43,460

48,494

44,722

46,771

43,524

大・中堅企業、地方公共団体向け貸出金残高 中小企業  向け貸出金残高

個人向け貸出金残高

7,488

12,687

8,109

26,596 26,175

12,800

93.0 92.2 92.2 （％）
83.9 82.7 81.7

※

※

※

※ ※

70,000

50,000

30,000

20,000

10,000

60,000

40,000

6,000

4,000

3,000

2,000

1,000

5,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

48,494

8,872

26,698

12,923
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株式の状況

株式の状況

大株主（普通株式）

発行可能株式総数

株式のご案内
１．事 業 年 度
２．定時株主総会
３．配当金の
　　お支払いについて

４．基　 準　 日
５．公 告 方 法

６．株主名簿管理人
特別口座の
　口座管理機関

1,800,000,000株 内普通株式
内優先株式

1,500,000,000株
300,000,000株

平成21年3月31日の発行済株式の総数

平成21年3月31日の株主数

831,732,552株
内普通株式
内第一回優先株式

普通株式
第一回優先株式

796,732,552株
35,000,000株

23,757名
1名

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口4G）

日本生命保険相互会社

富士火災海上保険株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

株式会社みずほコーポレート銀行

株式会社りそな銀行

明治安田生命保険相互会社

株 式 会 社 整 理 回 収 機 構

（平成21年3月31日現在）

（平成21年3月31日現在）

（注）1.所有株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。     2.持株比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。

株主名 所有株式数（千株）

81,586

53,201

39,543

34,140

20,477

18,746

14,099

13,507

11,000

10,945

持株比率（％）

10.24

6.67

4.96

4.28

2.57

2.35

1.76

1.69

1.38

1.37

大株主（第一回優先株式）
株主名 所有株式数（千株）

35,000

持株比率（％）

100.00

毎年4月1日から翌年3月31日までの1年といたします。
6月に開催いたします。
期末配当金
3月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対してお支払いいたします。
中間配当金
取締役会の決議によって中間配当を行う場合は、9月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対してお支払いいたします。

配当金のお受取りには、当行の預金口座への振込をご利用いただきますと、速くて便利です。

定時株主総会については3月31日といたします。その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします。
電子公告による公告とし、当行ホームページ（http://www.ncbank.co.jp）に掲載いたします。ただし、事故その他やむを得
ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、西日本新聞と日本経済新聞に掲載いたします。

東京都中央区日本橋茅場町一丁目2番4号　日本証券代行株式会社

（1）事務取扱場所　

（2）お問合せ先

福岡市中央区天神二丁目14番2号　日本証券代行株式会社 福岡支店
電話 : 福岡（092）741-0284

〒137-8650
東京都江東区塩浜二丁目8番18号　日本証券代行株式会社 代理人部

（ご注意）株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買増・買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている
　　　　　口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。 

0120-707-843
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平成21年3月期 財務諸表

連結貸借対照表 　（平成21年3月31日現在） （単位：百万円）

（単位：百万円）

科　　目 金　額
資 産 の 部

BSC BSP

純 資 産 の 部 合 計
負債及び純資産の部合計資 産 の 部 合 計 7,208,363

連結損益計算書　（平成20年4月1日～平成21年3月31日）
科　　目 金　額

253,344
687

37,931
1,451
1,991

1,570,882
5,073,132

2,467
41,703
122,430
3,164
76,643
90,600

△ 66,677
△ 1,392

現 金 預 け 金
コールローン及び買入手形
買 入 金 銭 債 権
特 定 取 引 資 産
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
投 資 損 失 引 当 金

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
（ 株 主 資 本 合 計 ）
その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
土 地 再 評 価 差 額 金
為 替 換 算 調 整 勘 定
（評価・換算差額等合計）
少 数 株 主 持 分

85,745
90,301
82,349
△ 615

（257,780）
△ 21,411

△2
28,112
△ 0

（6,698）
25,253

経 常 収 益

資 金 運 用 収 益

（ う ち 貸 出 金 利 息 ）

（うち有価証券利息配当金）

信 託 報 酬

役 務 取 引 等 収 益

特 定 取 引 収 益

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

資 金 調 達 費 用

（う　ち　預　金　利　息）

役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 業 務 費 用

営 業 経 費

そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益

特 別 利 益

特 別 損 失

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

少 数 株 主 利 益

当 期 純 利 益

179,088

140,954

（117,761）

（21,911）

10

29,511

130

6,155

2,326

161,234

25,217

（18,661）

9,697

8,566

83,629

34,122

17,854

2,681

1,142

19,393

179

 4,408

189

法 人 税 等 合 計 4,587

14,616

負 債 の 部 合 計 6,918,629

預 金
譲 渡 性 預 金
コールマネー及び売渡手形
債券貸借取引受入担保金
借 用 金
外 国 為 替
社 債
信 託 勘 定 借
そ の 他 負 債
退 職 給 付 引 当 金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶 発 損 失 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾

6,204,737
109,590
109,386
48,066
167,488

68
93,500

5
58,095
11,575
1,016
719
1,166
22,612
90,600

負 債 の 部

純　資　産　の　部

科　　目 金　額

連結財務諸表

289,733
7,208,363

純資産合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高

（単位：百万円）連結株主資本等変動計算書　（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

資本金
株主資本

前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

85,745

85,745

利益剰余金

前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

90,301

90,301

前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

自己株式

株主資本合計

前期末残高
当期変動額
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　当期変動額合計
当期末残高　

評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

少数株主持分
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

繰越ヘッジ損益
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

土地再評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

為替換算調整勘定
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

評価・換算差額等合計
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

71,033

△3,601

△597

△3,601

△986

△2

△316
△316

△0

△0

△0
△0
△0

△0
△2

△20,425

△20,741

△362

△3,601

△46
14

△21,103
△9,805
289,733

316

14,616

△362

△20,741

△21,411

28,428

27,440

25,615

25,253

299,538

6,698

28,112

△20,425

△46
14
316

14,616

11,298
257,780

△46

△17
△615

28

△14
316

11,316
82,349

246,482

14,616

科　　目 金　額

資本剰余金
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平成21年3月期 財務諸表

（単位：百万円）信託財産残高表　（ 現在）

科　目 金　額

包 括 信 託

負債の部合計

1,699

1,699

資　産　の　部
科　目 金　額

負　債　の　部

（ご参考）

有形固定資産
銀行勘定貸
現金預け金
資産の部合計

1,539
5

154
1,699

貸借対照表 　 （単位：百万円）

（単位：百万円）

科　　目 金　額
資 産 の 部

BSC BSP

純 資 産 の 部 合 計 264,060
負債及び純資産の部合計 6,886,640資 産 の 部 合 計 6,886,640

損益計算書　（
科　　目 金　額

222,076
687

13,985
1,448
1,991

1,566,358
4,849,415

2,467
38,855
117,626
2,407
71,531
58,666

△ 48,182
△ 12,696

現 金 預 け 金
コ ー ル ロ ー ン
買 入 金 銭 債 権
特 定 取 引 資 産
金 銭 の 信 託
有 価 証 券
貸 出 金
外 国 為 替
そ の 他 資 産
有 形 固 定 資 産
無 形 固 定 資 産
繰 延 税 金 資 産
支 払 承 諾 見 返
貸 倒 引 当 金
投 資 損 失 引 当 金

資 本 金
資 本 剰 余 金
　 資 本 準 備 金
利 益 剰 余 金
　 利 益 準 備 金
　　その他利益剰余金
　　 圧 縮 積 立 金
　　 別 途 積 立 金
　　　繰越利益剰余金
自 己 株 式
（ 株 主 資 本 合 計 ）
その他有価証券評価差額金
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
土 地 再 評 価 差 額 金
（評価・換算差額等合計）

85,745
85,684
85,684
85,089

61
85,027

3
76,039
8,984
△615

（255,903）
△19,953

△2
28,112
（8,156）

経 常 収 益
資 金 運 用 収 益
（う ち 貸 出 金 利 息）
（うち有価証券利息配当金）
信 託 報 酬
役 務 取 引 等 収 益
特 定 取 引 収 益
そ の 他 業 務 収 益
そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用
資 金 調 達 費 用
（う　ち　預　金　利　息）
役 務 取 引 等 費 用
そ の 他 業 務 費 用
営 業 経 費
そ の 他 経 常 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益
特 別 損 失
税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 、住 民 税 及び事 業 税
法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

164,393
132,582

（109,546）
（22,308）

10
24,501
130

4,999
2,169

154,016
24,695

（17,586）
11,363
8,327
74,818
34,810
10,377
3,437
935

12,879
75

4,197法 人 税 等 合 計
4,121

8,682

負 債 の 部 合 計 6,622,580

預 金
譲 渡 性 預 金
コ ー ル マ ネ ー
債券貸借取引受入担保金
借 用 金
外 国 為 替
社 債
信 託 勘 定 借
そ の 他 負 債
退 職 給 付 引 当 金
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
偶 発 損 失 引 当 金
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾

5,943,316
126,740
109,386
48,066
184,537

68
82,000

5
34,641
10,487
782
686

1,130
22,065
58,666

負 債 の 部

純　資　産　の　部

科　　目 金　額

財務諸表
（平成21年3月31日現在）

平成20年4月1日～平成21年3月31日）

平成21年3月31日

＊
次
頁
「
コ
コ
ロ
が
あ
る
」
編
は
オ
レ
ン
ジ
の
表
紙
側
よ
り
ご
覧
く
だ
さ
い

（単位：百万円）株主資本等変動計算書　（平成20年4月1日～平成21年3月31日）

資本金
株主資本

評価・換算差額等

前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

85,745

85,745
資本剰余金
資本準備金
前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

自己株式
前期末残高
当期変動額
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　当期変動額合計
当期末残高　

利益剰余金
利益準備金
前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

別途積立金
前期末残高
当期変動額
　別途積立金の積立
　当期変動額合計
当期末残高

繰越利益剰余金
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　圧縮積立金の取崩
　別途積立金の積立
　当期純利益
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

利益剰余金合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　圧縮積立金の取崩
　別途積立金の積立
　当期純利益
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

株主資本合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　当期変動額合計
当期末残高　

その他有価証券評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

純資産合計
前期末残高
当期変動額
　剰余金の配当
　当期純利益
　自己株式の取得
　自己株式の処分
　土地再評価差額金の取崩
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高

繰越ヘッジ損益
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

土地再評価差額金
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

評価・換算差額等合計
前期末残高
当期変動額
　株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
　当期変動額合計
当期末残高　

その他利益剰余金
圧縮積立金
　前期末残高
　当期変動額
　　圧縮積立金の取崩
　　当期変動額合計
　当期末残高

資本剰余金合計
前期末残高
当期変動額
　当期変動額合計
当期末残高

科　　目 金　額

85,684

85,684

85,684

85,684

61

61

4

△0

3

59,693

16,346

19,948

△3,601

8,682

79,707

△16,346

△10,963

△3,601

△14
316

8,682

5,381
85,089

△597

△3,601

△1,620

△2

△316
△316

△2

△0
△0

△18,333
△18,333
△19,953

28,428

26,806

277,346

△3,601

△18,649
△13,285
264,060

△46
14
316

8,682

△18,649
△18,649
8,156

△46
14
316

8,682

5,364
255,903

△46

△17
△615

250,539

28

△14
316

0

16,346
76,039

△0

8,984

28,112




